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１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

 

 

 

 

 

素材遊び 

 

 

普段使っている身近なものを使ってたくさん遊ぶことで、その素材のよさに気付き、特徴を

生かしていろいろなものを作れることに気付いてもらいたい。 

 

① トイレットペーパー遊び 

② 段ボール遊び 

③ 泡遊び 

④ 泥遊び 

⑤ 泡や自然の素材でパフェづくり 

⑥ 泡をつかったサンタさんづくり 

⑦ 廃材で鬼のお面やひな人形づくり 



３．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．振り返り＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

自由に遊んでいる中で子どもたちが自分でそれぞれの素材の良さに気付き、遊びを発展し

ていくことが分かった。１からこちらで示して教えていくのではなく、自分で気付いて「や

りたい」を助長させていくことで、主体的で楽しいと思える造形活動になるのだというこ

とに改めて気付いた。また、５月に行ったことを秋にも具体的に子どもたちが覚えている

ことが驚きであった。季節をまたいで覚えていたのは、自分たちで考えて気付いたという

プロセスがあったからこそ、時がたっても覚えていたのだと感じた。 

・まずはひとつの素材でたくさん遊ぶことに専念した。遊んでいく中で、例えばトイレッ

トペーパーはふわふわ、ちぎりやすいけどねじると強くなる、水にとけやすい、乾くと固ま

るなど、特徴が分かっていく。そうすると、なにかを作るときに「あの素材だったら使えそ

う！」という発見につながると考えた。 

・遊んでいく中でどんな感じか言葉で表してもらう声掛けをした。「どんな感じ？」「かた

い？」「やわらかい？」そのものを使ってごっこ遊びをし始めたら一緒にそのイメージの中

で遊ぶ。そうすると、子どもたちがその素材を使ってどんなものを作りたいと考えている

のかがわかるため、次の活動では子どもたちの興味があるものを提案できる。そうすると、

一人一人が主体的に活動に参加できるようになった。 


